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0・ 1 :福島県福島市 1・東京都中央区
0・15 :京都市左京区 15・23 :東京都江戸川区
23・:大阪府池田市
話者 話者間の関係 収録時間 談話の展開
老一老*1 SA-SC 親しい同年代 32 分 SC が多く発話
老ー若 SA-YA 祖父と孫 30 分 YA が質問、 SA が答える
老ー調本 l SA-YF 初対面 28 分 YF が質問、 SA が答える
若ー若 YA-YC 親しい同年代 38 分 間程度の発話量
若ー調 YA-YF 初対面 28 分 YF が質問、 YA が答える








ワタシ系・2 10 ・ 8 
若 (YA)
対若 対老 対調
ボク系 ・ ・ ・ ・ 2 18 
オレ系 ・ 8 14 52 4 9 





(1) SA はワタシ系 VS.オレ系、YA はボク系 VS.オレ系の 2 系統で切換えを行なっている。
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(2) 切換えは SA ・ YA ともに連続的な切換えである。 SA では《対老)) > ((対調)) > ((対





いる。( i )談話の官頭 (3 例)、(量)話題の変わり目 (2 例)、(出) r子供の噴J と
共起する場合 (3 例)。談話の中でワタシ系 (0) とオレ系(・)が現れる順序を示
すと〔図1)のようになる。 r I J は話題の切れ目、 r@J は(温)のワタシ系を表す。
〔図 1)









( i 、益)は「調査j という場面を意識する部分である。ここから、自身の発話に
注意が向いた時(モニターがかかった時)にワタシ系が現れてくるものと考えられ
る。

















(e) 同一ドメイン内において YA が使用する形式の分布は、 1 形式が連続して現れる傾向
にある。〔図 3) に《対調》におけるオレ系(・)とボク系 (0) の分布を示した。
〔図 3)
・0100000010・ 1 ・010100・ 100100・ 1 ・・ 100・
上図から (1) ボク系が現れるとその後続いて使用される、 (2) 切換えは話題の切れ
目と一致せず、話題の切れ目の前で行なわれる、の 2 点が分かる。この談話では、
切換えが話題の終結を予測させる機能を担っていることが予想される。
(の (2) の結果から、 YA の切換えは親疎を基準として行なわれると考えられる。
(g) SA ・ YA の切換えは共に話題と関わる可能性があるが、その場合、 SA はワタシ系を
用いることが目標であるのに対して、 YA は切換える事自体が目標となる(どの形式
に切換えるかは重要ではない)。





老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老
アナタ ・ ・ ・ 2 
オマエ系・2 _ 3 ・ 3 
名前*1 _ _ _ 8 































(d) YA が《対若》で「オマエ系J を用いる場合、呼びかけ語的な意味で用いられており、
それを省略しでも文は成り立つ(談話例参照)。
(2) 36YA: なんでいーんだよー。おまえ今の彼女に失礼だよ。 〔若ー若〕
発話にこのような語を挿入することによって、相手がウチに属する人間であること









2 4 1 
対調
17 
24 カラ 16 31 21 29 5 



























































状態性述語>動作性述語 (習慣動作 etc. > 1 回きりの動作?)
のような階層関係を見せることが予想される。しかし、なぜこのような階層関係が
成り立つのかは不明である。
(c) SA の用いるンデは全て「形式名詞ノ+接続助詞デj と解釈することも可能である
([4] 参照; 3 段目のンデは典型的な「ノ+デJ の例)。
(4) 











老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ケレドモ
ケドモ 2 
ケド 10 20 20 47 1 56 
〔表 8 接続詞叩2)
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ダケド 3 6 4 
デモ 8 6 4 34 9 18 
傘 I SA の《対若》で fソレデモ・ホンデモJ という形式が見られたが、「ダケドJ (接続詞)と意味がず
れるために除外した。






























老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
~テル/デノレ 17 45 36 61 22 39 
~チャウ/ジャウ 5 23 16 19 4 6 
~テク/デク 4 3 3 2 2 
事 1 いずれの項目も r~テルj のような言い切り形の他に r~テナイ・~テタ・~テッ(ケド)J という
活用形・(音韻的)変異形を含む。











ナキャ 2 1 3 3 2 
対調
ナイト 1 ・ ・ 3 - 5 
ネート ・ ・ ・ 1 





(a) 切換えが起こっているとするならば、 (1) の結果から、 SA はナケリャとナイトを切
換えの対象としていることになる(ナケリャが抑制されるのか、ナイトが積極的に
用いられるのかは不明) 0 (2) の結果から、 YA はナイトとナキャの対立であろう。
どちらも改まった場面でナイトを用いるように見えるが、サンプル数を増やして再
検討する必要がある。





(c) ナケリャ・ナキャをパ系列、ナイト・ネートをト系列としてまとめてみると、 SA が
パ系列を主に使用するのに対して、 YA はト系列の使用が増えてきている。これが言




〔表 11ο) .1 
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ナイ 20 64 53 82 14 89 
ネー - 3 3 14 
η fアプ土4 ・ショーガ土4 ・シカタ-t"-1 J など、肯定との対立を持たない「ナイ・ネーj は採用して
いない。






すなわち、 SA の《対若))((対調》、 YA の《対若》ではネーの使用が許されており、
逆に SA の《対老》、 YA の《対老))((対調》ではネーの使用が許されていないのであ
る( i の基準)。ここから、当該方言のネーは、ぞんざいさを伴う形式としてとらえ
られているものと考えられる。
















ジャナイカ ・ 4 1 


















*1 田野村 (1988) を参考に、「ではないか I 類」と「ではなし、か日類J を分類した。以下に大まかな違
いをあげておく。
ではなし、か I 類: 用言・体言のどちらにも接続する
形態的な自由度が低い (rなし、」を「なかった」に置き換えられないなど)
「発見した事態を驚き等の感情を込めて表現したり、ある事柄を認識するよう
相手に求めたりするものJ (岡野村 1988 : 122) 
ではないかE類: 体言相当のものに接続する
形態的な自由度が高い
「推定を表現する J (田野村 1988 : 122) 
(1) SA ・ YA 共にジャナイデスカを改まった場面で用い、その他の場面では他形式を用
いる。
_(2LsA の「ではないかJ 形式自体の出現数(総数)は、《対調)) > ((対若)) > ((対老》
の)1慎で少なくなってし、く。
(3) YA の「ではないか」形式自体の出現数は《対若)) > ((対調)) > ((対老》の順である。
(4) SA はジャナイをではなし、か I 類の意味でしか用いない。
(5) YA はジャンをではないか I 類の意味でしか用いない。
2.8.2. 解釈
(a) SA は「ではなし、かE類J の意味でジャナイデスカとジャナイカの 2 形式による切換
えを行ない、「ではなし、か I 類J の意味ではジャナイデスカ、ジャナイカ、ジャナイ






一 (2.7.) や間投助詞サー (2.12.) と閉じであり、ジャナイにぞんざいさが伴ってい
ると解釈することができる。
(b) (表 12) (表 13) から YA は、「ではなし、かH類」の意味でジャナイデスカと、ジャナ




(c) SA' YA 共に、「ではないかE類J ではバリエーションの数が少なく、「ではないか






(d) SA' YA 共に、音声的に短い/融合した形式(すなわち、より文法化が進んだ形式)
がフォーマルな場面に現れないという共通点がみられる。文法化形式が低いスタイ
ルから話者の体系に現れることがわかる。




















90 (96.8) 52 (72.2) 14 (63.6) 
3 (3.2) 20 (27.8) 8 (36.4) 
*1 f水」た飲みたし、J のようにガ格/ヲ格両方に解釈できるものは除外した。
(1) SA では《対老)) > ((対若))((対調》の)1演で φ の出現数が多い。







(a) (1)の結果から、 SA が切換えているとするならば、その対立は《対若)) ((対調)) VS. 







(b) YA の場合、 (2) の順序は場面の改まりの)1頂序ではない。したがって、(もし切換え
ているとするならば) SA と同じメカニズムで切換えを行なっているとは言えない。
〔表 14) の数値をみると、《対若))((対調》と《対老》との間で値に聞きがあるよう
に見える。ここから切換えの基準を推測するならば、親族 (SA) vs.非親族 (YC'
YF) といったものであろうか。ただし、切換えの基準が SA と異なること、また、
他項目における YA の切換え基準とも異なることを考えると、切換えの対象とはなっ
ていない可能性もある。
(c) SA ・ YA 共に、ゆが出現するのは述語が 1 項の場合一(SA: 10/11 例、 YA: 36/40 例;







老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ヲ 7 (43.8) 30 (68.1) 42σ0.0) 9 (40.9) 8 (42.1) 5 (26.3) 
φ9 (56.2) 14 (31.9) 18 (30.0) 13 (59.1) I (57.9) 14σ3.7) *. r (ワープロで)ぶんしょー 書く J のように『文書をJ r文章J の両方に解釈できるもの(母音オで
終わるもの)は対象としていない。ただし、はっきりと助詞の fを」を発音しているものは採用した。
(1) SA の場合、《対老)) > ((対若))((対調》の順で φ の出現が多い。
(2) YA の場合、《対調)) > ((対若)) > ((対者》の)1慎で φ の出現が多い。
2.10.2. 解釈




(b) これに対して YA の結果 (2) は、ガ格の傾向と全く逆である。結果から考えれば、
SA の場合のようにヲ格の明示を避けることによって改まりを示すという解釈もで
きるが、これは adhoc な説明でしかない。いずれにしても、 YA の場合はガ格とヲ格
で切換えに同じメカニズムが働いているとは考えられない。
(c) 統語的な形式分布をみると、ガ格の場合大半の φ が 1 項述語に現れることから、ガ
格とヲ格の φ が同一文中に現れる可能性はほとんどない。 2 項述語でガ格 φ が現れる
例では、ヲ格名詞が出現しない(文脈から復元可能なため;下例参照)。
(6) 
58SA: うん、 (YF:へ一一)だいち[第一]レ、レジがしとつ [1 つ]あればさ一、極端な話ね?


















対調 対若 対老 対調
7 (21.9) 5 (41.7) 3 (50.0) 6 (40.0) 
19 (59.4) 1 (8.3 
6 (18.7) 6 (50.0) 3 (50.0) 9 (60.0) 








対調 対若 対老 対調
ネ(ー) 50 43 41 57 7 53 
サ(ー)・ 9 6 1 3 
円 以下の形式に後続するものを関投助詞として認定した。
接続助詞・接続詞・副詞・高IJ助詞(は・も)・格助詞・テ形・テユーカ
はだかの名詞は fダJ を補っても意味が変わらないものを終助詞として、「ダI を補うと意味が変わ
るものを関投助詞として扱った。












(b) サ}には丁寧形式と共起する例がみられない。これは (a) で述べたようにサーがぞ
んざいさを伴うことと関連していると考えられる。









デス・2 39 (60.0) 10 (4.9) 1 (7.9) 
スη7 (10.8) ・ 1 (0.7) 
ダ・ φ ・4 19 (29.2) 194 (95.1) 128 (91.4) 
*1 デヌ、ダ・ φ ともに引舟節内の語はすべて除外 bー たー
*2 非過去形・過去形・推量形を含む。また、 [d] が弱化したェスのような形式も含む。






1) 名詞・形式名前が後続する場合、 2) 終助詞(類) rサJ rジャンJ rヤ t詠嘆)J 等が後続する
場合、 3) 接続助詞「ナラ j が後続する場合、 4) あいづち(反復系・ソーデスカ系)、聞き返し、
5) 融合形「ッテュJ (=という}などに前接する形容詞・名詞述語、「ッテューJ、『ツンダJ
(=て言うんだ7 などの融合形自体









老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
シマス勺 15 (21.1) 1 (0.6) 4 (1.7) 69 (50.0) 





事3 動詞・動詞型活用をする助動詞(否定形を含む)、形容詞 fナイ J 、 fカモシレナイ J を集計した。た
だし、以下の場合集計から除外した。
1) 推量形、 2) 形式名調 (r ノ J r トキ」以外)が後続する場合、 3) 終助詞 f類) rサJ rジャンJ
「ヤ(詠嘆)J 等が後続する場合、 4) 接続助詞「パ」が後続する場合、 5) あいづち(反復系・
ソーデスカ系)、開き返し、 6) 融合形 fキャ J (=-ば)、「ッテュ J (=という)などに前接する
形容詞・名詞述語、「ッテュー」、「ツシダJ (=て言うんだ))などの融合形自体、 7) 南 (1974 ; 
1993) A類従属句内にくる場合
(1) SA は《対老》で、 YA は《対調》で(スを含む)デス・マス(以下、丁寧形式とよ
ぶ)の使用率が高くなる。




(3) YA の場合も同様に、デス・スの割合が《対調》でダ・ φ のそれを上回るのに対して、
シマスの割合は、《対調》でもスノレと同じである。
(4) SA の《対若))((対調》、 YA の《対若))((対老》に見られるデスは、ほとんどが確認、要
求用法のデショである (2.14.参照)。
(5) SA の《対若))((対調》、 YA の《対若))((対老》に見られるシマスも、「では始めま
すj のように談話の開始部や終結部に現れる定型表現マある。
2.13.2. 解釈




















老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調




老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
デショ(ー) 2 





(3) ッショという形式は確認要求用法にしか現れない。 fではなし、かJ (2.8.) のジャンと
同じ分布である。
2.14ム解釈
(a) (1) の結果から SA のダローはぞんざいさを伴う形式ととらえられていることが予
想される。
(b). (2) め結果からぜ確認要求用法ではダローという形式が用いられなくなってきてい
ることが予想される。 YA の《対老》、 SA の《対若》ではッショの使用がみられない。
これは丁寧体のスでも同様である((表 18) 参照)。ス・ッショともに身内には使用
しにくい形式と言える。
(c) SA ・ YA ともに確認要求用法ではデショ(ー)が主に用いられる。 2.1 3.の結果もあ
わせて考えるならば、 SA'YA の体系では下図のように確認要求では待遇レベルが 1
段階高い形式が用いられることがわかる。
〔図 5) SA YA 
言い切り 確認要求 言い切り 確認要求
《対老》 デス・ス 7:'、 〆ヨ 《対調》 デス・ス デショ
《対調》 ス・ダ デショ 《対老》 ダ アJシ. ヨ













(c) この 2 種類の切換えとドメイン(場面)の関係をみてみると、義務型切換えは場面
聞で 2 形式(あるいはそれ以上)の出現数が逆転し、カテゴリカルな切換えに近い
分布を見せるが (2ユ、 2.13.) 、禁止型切換えの場合は数が逆転することはなく、ど
の場面でも一方の形式が主に用いられる (2.7. 、 2.12.) 。
(d) 同ードメイン内では、禁止型切換えが起こる談話内の位置には特徴があり、談話の






















称詞・否定では、相手が年上か否かという軸も加わる。以上のように、 SA と YA で
は、基本とする切換えの基準が異なるが、どちらも「年齢J r親族関係」を基準とし
ていることがわかる。
(i) (h) で切換えの基準が増える項目は、 (e) で述べた階層関係の上位に位置する項目
と対応する。 (e) (h) の 2 点をあわせて考えると、 SA は義務型切換えで切換え基準
が増えるのに対して、 YA は禁止型切換えで切換え基準が増えることがわかる。ここ





































003SA: うん体使うからね? (SC: え-)
あのー、腰を 痛めてたん〈です)ね?




004SC: あ いーですねー (SA: うん)楽しみ
ながら治すの一番ですよ。
005SA: そ だけど一、あんまり やり過ぎる
と 桑原さんみたいに、あの今度
006SC: そそ桑原さん前にね、柔道や
った、柔道 やってね (SA: うん)だ
いたい腰痛めた(の)
007SA: あーそーなの
008SC: そーなんですよ。 (SA: ふーん)柔道が
そ、そーなんです。それが、いま、ね
}、 (SA: うーん)ダンス ゃったり、
何か ちょーごーの、 (SA: うーん) {笑
いながら}ダンス ゃったり するか
ら、 (SA: うーん) なかなか治りに
くいの。
009SA: そーですねー
010SC: 今 コルセット iやってますけどねー
(SA: うーん} ななかなか治り
にくいですよ。だから そ}ゆー




の リズムの あるねー (SA: うん)
運動だから (SA: うん)あのー ラジ
オ体操ゃ なんかで いんじゃないで







015SA: そーです。きよもとも そーだし 小
唄でも そーでしょ?









たざらい と こーさらい。ねー (SA:
うん)ご 5 分位歌って、 2 万 5 千
円も越光でやっと 5 万円位取
られたりねー (SA: (笑}) {笑}あんた
ね
017SA: あたしもだから今、あの小唄や




















































018YA: 親元さんが、 (SA: ふ一一ん)あ、 9
人 いるんだって (SA: うん)雇って
て
019SA: ふーん。じゃ結構大きいんだね?
020YA: そーだねー{間} 2 つ カウンターが
あんの。カウンターのみなんだけど、
(SA: うん)カウンターが 2 つ あ




がら}墜に、 (SA: う一一ん)そえで 2 
つに しちゃったんだって
021SA: やかな、かなり やりでなんだな?
022YA: そーだねー、ちょっと 楽しく なっ
てき(た) 0 {笑い}
023SA: で、まーそ一、そーゅー とこへ行
ったら、 (YA: はー)いー とこだけを
取り入れるんだよ。
024YA: そーだねー

















あのー若いしが、 (YA: うん) 2 人、







(YA: うん)あれも うちに 2 0 年








036YA: すごーいねー。 / 
037SA: それでもって、ま一、貰いたいわけじ
ゃ ないけど、 (YA: ふん)お中元、
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(YF: はい}ま ま一寿司屋、寿司屋〔老ー調〕 だけじゃ ねんだそん時に、寿司屋と
収録日時: 2001 年 7 月 20 日 | 乾物屋と、食料品やと、 (YF: あー あ
収録場所:喫茶店 | ー あー)両方やってたの。 (YF: は
話題: SA の昔→新富町の開発→新富町の昔→ | い)で、それを一、んー やって、 (YF:
昔の遊び場→新富町の昔→花柳界 i はい)ほて[それで] みんなでもって
生活を してたの。 (YF: は一一)いっ
001YF: すいませんお願いします。えっと}、 たの。 (YF: はし、)だから 寿司ぁ 俺
じゃまずあのー、お寿司屋さんなん 握れないの。
ですよねー。昔っからーお寿司屋さん 013YF: え じゃそん時乾物屋やってた
なんですよねー。 (SA: そ一。)何歳ぐら ってことですか?主に。
いで寿司の一一、す道に 入ったん 014SA: そー (YF: は一一)寿司屋の、買出し
ですか? はやった。
002SA: あ一一{孫の方を向いて、笑い) 015YF :えー。あー そーなんですか。
003YF: {笑いながら} 2 人で頼みますすい 016SA: さかさか魚をー買って、 (YF:
ません はい)だ〈から〉乾物屋の方の魚
004SA: {笑い}恥ずかし恥ずかしながら、 も 買ってくる。 (YF: はい。へー)そ
(YF: えー) 私寿南あ握れないの。 一ゅー仕事そえと、経理ね? (YF: 
005YF: あーそーなんですか。 はい)で後はー遊びに行って芸
006SA: 芸者の手しか握れないの。 (YF: {笑 者の手を握ってた。{笑い} (YF: (笑
い}) (笑い} い})ほんとなんだよー。
007YF: {笑いながら}いやそんなこと ない 017YF: え じゃ一、握るのは誰がやって
です* たんですか? 寿司の 方の。
008SA: ほんとだよ。
009YF: {笑いながら}えーいやいやいや
010SA : {笑 b、}そそれがってーのは、あー
あたしがね?中学 4 年の 時に一、




孫にも話 したんだけど、 (YF: えー)まず
ぁ俺のじ}さんがいて、 (YF: は
し、)じーさんの妾が いて、 (YF: は
い)お袋がいて、 (YF: はい)弟がい
て、 (YF: はい)その他店員が何人
かいて、 (YF: はい)ん総勢 1 0 












業員だね一、 (YF: はし、) 従業員ぉ 小


















〔若ー若〕 終わってる{笑いながら} (YA: {笑い}) し、ーの? これそんなんで、
収録日時: 2001 年 7 月 21 日 I 022YA: し、ーんだよ 普通に しゃべって
収録場所:静かな喫茶店 I 023YC: こんぐらい ちっちゃい 声でも も
話題:込2盤塁→共通の友達→YA の弟→サッ| 一 入ってんでしょ? ちゃんと。
カー→彼女→携帯電話→新宮町周辺→ I 024YA: 入ってるしょ。そーゅー話題あ よ
昔 | くないけど 普通に しゃべってりや
いーの。{笑い}
001YC : {咳払い} 025YC: う うわダメ出しだ。








よね? (YC: ははーん)なんか いー
言って







012YA: そー しゃべりだすと いけんだけど





















































































068YA: rテレカ どーお ?J って
, 069YF: {笑い}あやっぱり
070YA: {笑い}あー今は少ないみたいすけ










074YA: はい (YF: はー) ドトールで、 6 時間
耐久とか、
075YF :あーそれよくやることです
076YA: あーよく やりました〈ね) (YF: {笑
い}) 6 時間とか へこみますねー


































ん (YF: あー) {息を吸う}
099YF: みんな ここら辺住んでるんすか
今でも。
100YA: そーえすね。大半は。
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